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１ 施設の名称等 

(1) 公の施設の名称  倉敷市鷲羽山ビジターセンター  

(2) 指定管理者 

所在地 倉敷市下津井田之浦１番２  

名 称 特定非営利活動法人 鷲羽山の景観を考える会  

代表者 理事長 楠本 新太郎 

(3) 公の施設の所管部署  文化産業局文化観光部観光課  

(4) 評価対象期間 平成３１年４月１日から令和２年３月３１日まで  

 

２ 総合評価結果 

(1) 市の評価 

今年度は，①地域の自然の活用，②防災体制に

重点を置いて評価を行った。  

  

【①地域の自然の活用】  

 専門の講師を招いて，バードウォッチングや鳥

の巣箱づくり，ビーチコーミングなど，山や海に

生息する動植物の観察会やワークショップを定

期的に開催するなど，鷲羽山周辺の豊かな自然環

境を幅広く活用した事業を行っている。  

 

【②防災体制】  

 防災士の資格を持つ職員を配置し，有事の際に

迅速かつ的確な対応が取れる組織体制を整えて

いる。 

 また，地域の防災講演会や防災訓練に積極的に

参加するなど，地域ぐるみでの防災体制を構築し

ている。 

 

【総括】 

 海外の国立公園とも連携を図り情報交換を行

うなど，地域の枠組みを越えた取り組みを実施し

ており，将来に向けた事業展開が大いに期待でき

る。 

 アンケート調査における「全体の満足度」も９

 

総合評価 

 

Ｓ  



８％の利用者が満足（満足・ほぼ満足）と評価す

るなど，高い評価が得られており，優れた管理運

営を行っていると判断し，総合評価をＳとした。 

(2) 指定管理者の自己評価  

 鷲羽山に訪れる皆様に，爽やかで，楽しいおもてなしをする

ため，鷲羽山ビジターセンターの指定管理者として，快適に利

用していただける安心・安全な施設管理に心掛けてまいりまし

た。 

 令和元年度は，親子で参加できるクラフト教室，健康ウオー

キング，海岸いきもの観察会，植物観察会やバードウォッチン

グなど，年間を通して３０回程度の事業を実施し，利用者数年

間２万人を維持することができました。  

 しかしながら，コロナウイルスの影響で，アジア方面等の利

用者が激減しました。  

今後も，なお一層の努力と研鑽を積み，指定管理者として，利

用者の要望やアイディアを受け止め，期待され，希望ある運営

に心掛けてまいりたいと思います。  

(3) アンケート結果の概要  

 管理運営について，すべての項目で９６％以上の満足度（満

足・ほぼ満足）が得られている。特に「イベント」については

１００％と非常に高い評価が得られており，利用者の満足度の

高さが確認できる。  

 

３ 施設の利用状況  

(1) 利用実績 

鷲羽山ビジターセンター利用者数 

令和元年度   平成３０年度    

  ２３，８４１人 ２５，７９０人 （前年度比９２％） 

(2) 事業の内容 

・施設の維持管理に関する業務  

・施設の使用の許可に関する業務  

・ビジターセンターの設置目的を達成するための事業に関する業務 

・ビジターセンターの利用者の利便性を向上させるために必要な業務  

 

４ 収支 

(1) 収入 

（指定管理者の収入） 

 総額  ７，５８０千円 

  市からの指定管理料（委託料）  ７，２２９千円 

  自動販売機等物販収入        ２２０千円 

  前期繰越金             １３１千円  



(2) 支出 

（指定管理者の支出） 

 総額  ７，３６０千円 

  主な支出  人件費       ４，１１０千円 

        福利厚生費        ４８千円 

        通信運搬費       １７０千円 

        光熱水費・燃料費    ７３４千円 

        材料費・消耗品     １３６千円 

        印刷製本費        ６８千円 

修繕維持費        ２０千円 

        借上料         ２２７千円 

施設賠償保険料      １８千円 

鷲羽山活性化事業    ７３９千円 

事務諸費          ９千円 

防災設備委託料      ４８千円 

機械警備委託料     ３５７千円 

        浄化槽維持管理委託料  １１８千円 

        清掃委託料       ５４７千円 

        次期繰越金        １１千円  

 


